
　今回は、「エアロバイク」をご紹

介いたします。フィットネスセン

ターには、「エアロバイク」を５台

設置しております。

　健康志向が高まり、町中を走る方

も増えてきていますが、走るのがつ

らいといっ

た 方 も い

らっしゃる

と思います。

そんな方た

ちに、おす

すめなのが

「エアロバイ

ク」です。

　「エアロバイク」を使用するメリッ

トは、①自転車に乗る感覚で手軽に

楽しみながら有酸素運動ができるこ

とこと。②ペダルを漕ぐ動作をする

だけで、腰回りの筋肉を鍛えること

ができ、基礎代謝をあげることがで

きること。③心拍数、速度、時間を

チェックしながらできることです。

また、脂肪燃焼に効果的な強度は、

うっすらと汗をかき、気持ちが良い

と思える程度で20分以上、疲れ過ぎ

てしまう少し手前まで継続すると、

効果的に脂肪燃焼していきます。

　最後に「エアロバイク」のダイ

エット効果をより高めるためには、

走る前に筋トレを行うことです。

フィットネスセンターには筋力ト

レーニングマシンも設置しておりま

す。薄着になる季節の前に、効率よ

く脂肪を燃焼させましょう。

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

福島 聡子さん
〔看護師〕

今月の講師

Fitness Center
甲佐町フィットネスセンター

ひ ざ 痛、 腰 痛 が あ る 人 に お す す め！
手軽に足腰への負担なく運動することができます。

▲フィットネスセンターには５台のエア

ロバイクを設置しています。

エアロバイク

甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

TEL096-234-1154（内線232）

本町への進出企業のご紹介
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Ｓ
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。
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Ｓ
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世
界
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を
発
信
し
て
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れ
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す
。

　

ま
た
、
献
血
や
清
掃
活
動
も

積
極
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に
行
わ
れ
て
い
ま
す
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イ
ン
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ン
シ
ッ
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お
気
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お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮越 和之
専務取締役

未来へ夢と希望を与える社会の実現に貢献

第二技術統括部

小四郎丸 蒼さん

社員誰もが学ぶ機会を
持 て る 職 場 で す

ロボットなどの機械作りが好

きで、その核となる半導体に

興味を持ち入社しました。設

計された回路が仕様どおりに

動くか確認する仕事をしてい

ます。チームで協力して目標

に向かっていく体制なので、

ゆくゆくはチームを引っ張っ

ていける設計者を目指します。

平成５年に宇城市
不知火町の本社よ
りセンター長とし
て着任。IoT 社会
をけん引する企業
として、社会貢献
を目指します。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字豊内2020
■従業員　74人
■電話番号　096-234-3339
■ＵＲＬ　http://www.qdk.co.jp/
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　町では、空き家などの地域資源の

有効活用を通して、移住・定住の促

進や交流人口の増加を図り、地域の

活性化につなげていくため、さまざ

まな事業に取り組んでいます。

　その１つとして、旧西村民俗資料

館の利活用事業を実施しています。

同館は、平成28年熊本地震で被災

し解体が一時検討されていましたが、

平成29年度にその利活用について

ワークショップ形式による検討会を

実施。本町の魅力を発信する交流拠

点施設に改修することになりました。

　同館は昨年度からワークショップ

による改修などに着手しており、こ

れまでに町内外、県外からも延べ

181人が参加していただきました。

　本年度も古民家改修ワークショッ

プ（全８回）を予定しており、第１

回目を５月18日（土）・19日（日）

に開催します。外壁板張りおよび竹

木舞づくりを予定しています。１日

だけ、半日だけの参加も可能です。

　本町のまちづくりに、あなたも参

加してみませんか。

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

 Traditional House Renovation
古民家再生

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

●

　URL https://magazine-bo.com/
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輔
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観
光
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同
協
議
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町
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一
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大
滝
祐
輔
代

表
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事
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）
Ｎ
Ｏ
Ｔ
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藤
原
岳
史
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表
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医
）
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田
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（
谷
田
理
一
郎
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事
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）、（
株
）
肥
後
銀
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（
笠
原
慶
久
頭
取
）、
甲
佐
町
商

工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）
の
６

者
か
ら
構
成
さ
れ
、
同
年
7
月

に
は
「
甲
佐
町
に
お
け
る
歴
史

的
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
及
び
地
方
創
生
推
進
に
関
す

る
連
携
協
定
」
を
６
者
間
で
締

結
し
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■
甲
佐
の
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力
を
活
か
し
た
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現
在
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議
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は
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山
漁
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泊
事
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し
な
が
ら
、
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を
活
か
し
た
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験

メ
ニ
ュ
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の
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発
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宿
泊
施
設
の
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ど
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し

て
い
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す
。

　

今
後
の
活
動
状

況
な
ど
も
、
同
協

議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
で
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し
ま
す
。
ど
う
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お
楽
し
み
に
。

▲昨年７月に町役場で行われた連携協定締結式

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

古民家改修ワークショッ
プを本年度も開催します

地
域
の
今
と
将
来
を
想
い
、
魅
力
と
活
力
に

あ

ふ

れ

る

元

気

な

ま

ち

へ
まちづくり協議会では、昨
年度に引き続き、31年度
も主に農泊推進事業を活用
し、交流人口の拡大などに
よる地域経済・地域自体の
活性化の実現を目指してい

ます。また、体験メニュー
開発においては、モニター
ツアーも計画していますの
で、その際はぜひご参加く
ださい。

交流人口拡大による地域活性化を

まちづくり協議会

大滝 祐輔さん
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